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手術中の廃液を簡単に処理できる
補助機器を開発

පӃ಺ͷઃඋ΍ҩྍثػを੡଄
手術台や照明器具、各種チャンバー、クリーンルー

ム、無菌室ユニットなど、全国の医療機関や研究所
向けに、さまざまな設備や製品を納入している専業
メーカー。医療機器の保管庫や、保温庫、保冷庫、
ワゴン車など、病院内のスタッフが使う収納設備や
用具も数多く手がけている。最近は、公園などの屋
外に設置できるＡＥＤ収納スタンドや、車いすごと
利用できる簡易サウナなども製品化している。

εςϯϨεՃ޻をಘҙͱ͢Δ
昭和６０年、医療機器・設備メーカーに勤めてい

た松本照造社長ら、同僚５名で創業した。平成１０年
に医療用具製造業認可工場の認証を取得している。

錆びず、丈夫などの理由で医療機器や設備には
ステンレスが多く使われる。もともと、ステンレス製
の調剤台や薬品棚などの製造からスタートしており、
ステンレスの加工には自信を持つ。

事業内容

ഇӷॲཧۀ࡞͸ॏ࿑ಇͰɺݥة
血液や洗浄用薬液など、手術中に排出される廃液

は、多い場合、１回の手術で１０，０００㏄にも達する。
それを何本ものガラス容器に入れ、処理室などに搬
送し、手作業で専用の排水施設に流したり、容器を
洗浄したりしている。一連の作業は重労働で、感染の
リスクも高い。廃液をビニールバッグに入れて、薬剤
で固形化し、焼却廃棄する商品もあるが、コストが高
く、これに代わる手段が医療現場で求められていた。

ճऩɺચড়ɺফಟをࣗಈԽ
　同社では、手術補助作業を担当する看護師らの要望を基に
して、製品開発に取り組み、手術室で廃液を回収後、自動洗浄、
消毒処理する装置を完成させた。医療用ガスを製造販売す
る企業と代理店契約を結び、平成２９年から販売している。
　装置の製品化を目指し、「ものづくり補助金」を活用して、
試作機の製作、検査装置や金型の購入、専門家へのデザイ
ン依頼などを進めた。

補助事業

਍ྍՊผʹػ࡞ࢼを։ൃ
内臓外科では、手術中に患部からの出血を直接

吸引する。患部の粘膜に影響を与えないように、
廃液の吸引圧力を調整する機構を採用した試作機
を製作した。整形外科や泌尿器科では、血液吸引
よりも、手術中に大量に使用する洗浄用薬剤の吸
引が主目的になるため、両科向けには吸引圧力調
整機構のないものを用意。廃液の装置外への排出
は圧縮ガスを用いるが、病院の規模や、診療科に
よって圧縮ガスの圧力が異なるため、ガス圧力を
調整する機構を搭載した試作機も作った。

ճऩλϯΫʹվྑをՃえΔ
試作機のテストには、病院と同じ条件の医療用ガス配

管設備が必要なため、検査用にガス配管設備を導入した。
整形外科の手術では骨粉などの不純物が廃液に混入す

る。試作機を使った実験で、不純物が回収タンクに入ると
底にたまり排出できないことが判明。回収タンクの構造を
変更し、底から廃液を排水できるようにした。不純物を取
り除くため、ストレーナー（濾

こ
し器）も取り付けた。

その後、兵庫県や京都府の病院に依頼して、試作機を
実際の手術で使用してもらい、問題なく使用できるという
評価を受けた。

具体的成果

ͷΈؾૉ΍ѹॖۭࢎ͸ݯಈۦ
廃液回収処理装置（製品名は「オペサクション」）は、

病院内に設置されている医療用ガス配管設備から供給
される酸素や圧縮空気を駆動源とし、電気を使わない
のが特徴。廃液をためるタンクを真空にしたり、圧縮
したガスを送り込んだりすることで、廃液の吸引や排出
を行う。廃液タンクの洗浄や消毒は、水圧を利用して、
水や洗剤をタンク内で撹

かくはん
拌して行う。

松本照造社長は「医療用ガス配管設備があればどこ
でも使え、手厚いメンテナンスも必要ないので、海外
からの引き合いも多く寄せられている。何年か先には、
この装置が廃液処理の主流になるのではないか」と期
待を寄せる。当面の販売目標は、年間１００台を見込む。

ᙹٵҾ΍೘ճऩ૷ஔ΋։ൃத
医療用具製造業認可工場として、これまで取引

先の要望に応じてさまざまな製品の製造を引き受
けてきた。それに加えて、今後は医療現場のニー
ズを掘り起こして、その課題を解決するような自社
製品の開発に力を入れるという。「オペサクション」
に続く製品として、ベッドサイドに置いて入院患者
の痰や尿を回収処理する自動装置の開発を急ピッ
チで進めている。

今後の戦略

廃液回収処理装置「オペサクション」
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看護師さんの仕事をサポートし、職場環境を
良くする製品づくりが今、大きなテーマです。
製造現場で培った開発力と技術力を結集し
て、独自性の高い製品を世に送り出したいと
考えています。

看護師さんの
職場環境を変えたい
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開発中の尿回収処理装置

加工機器が並ぶ本社工場
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